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和
綿
（
わ
わ
た
）
の
栽
培

～

綿
織
物
産
地

浜
松

～

蜆
塚
公
園
内
の
古
民
家
「
旧
高
山
家
住
宅
」
に
隣

接
し
た
場
所
に
小
さ
な
畑
が
あ
り
ま
す
。
こ
の
畑
で

は
毎
年
和
綿
の
栽
培
を
行
っ
て
い
ま
す
。
栽
培
の
始

ま
り
は
平
成
二
十
（
二
〇
〇
八
）
年
。
「
Ｎ
Ｐ
Ｏ
法

人
ガ
ラ
紡
愛
好
会
」
の
協
力
を
得
て
、
日
本
で
特
に

江
戸
時
代
か
ら
盛
ん
に
栽
培
さ
れ
て
い
た
品
種
の

和
綿
を
種
か
ら
育
て
、
綿
か
ら
糸
を
紡
い
で
、
布
を

織
る
と
い
う
体
験
講
座
を
企
画
し
た
こ
と
が
き
っ

か
け
で
す
。
現
在
は
浜
松
市
博
物
館
の
ボ
ラ
ン
テ
ィ

ア
団
体
「
和
綿
の
会
」
が
中
心
と
な
っ
て
栽
培
が
続

け
ら
れ
て
い
ま
す
。

日
本
へ
の
綿
の
伝
来
に
関
し
て
は
、
平
安
時
代
初

期
の
延
暦
十
八
（
七
九
九
）
年
に
三
河
に
漂
着
し
た

崑
崙
人
（
こ
ん
ろ
ん
じ
ん

現
在
の
東
南
ア
ジ
ア
地

域
の
人
か
）
が
綿
の
種
を
伝
え
、
翌
年
、
紀
伊
・
淡

路
・
阿
波
・
讃
岐
・
伊
予
・
土
佐
・
大
宰
府
に
配
布

し
て
植
え
さ
せ
た
が
、
ど
れ
も
根
付
か
な
か
っ
た
と

い
う
記
事
が
『
日
本
後
紀
』
に
あ
り
ま
す
。
そ
の
後
、

本
格
的
に
日
本
各
地
で
栽
培
が
始
ま
っ
た
の
は
十

六
世
紀
前
後
か
ら
だ
と
い
わ
れ
て
い
ま
す
。

こ
こ
遠
州
地
方
は
、
泉
州
、
三
州
と
並
び
、
日
本

三
大
綿
織
物
産
地
と
し
て
知
ら
れ
て
い
ま
す
。
日
照

時
間
が
長
く
、
温
暖
な
気
候
で
あ
る
こ
と
や
、
天
竜

川
の
豊
か
な
水
の
お
か
げ
で
、
古
く
か
ら
綿
栽
培
が

盛
ん
な
地
域
で
し
た
。
ま
た
江
戸
時
代
に
な
る
と
浜

松
藩
主
・
井
上
正
春
の
奨
励
も
あ
り
、
閑
散
期
の
農

家
の
副
業
と
し
て
、
綿
織
物
が
織
ら
れ
る
よ
う
に
な

り
ま
し
た
。
笠
井
で
は
市
が
た
ち
、
地
方
的
な
も
の

で
し
た
が
綿
織
物
が
取
引
さ
れ
笠
井
縞
（
か
さ
い
じ

ま
）
と
呼
ば
れ
て
い
ま
し
た
。
そ
の
後
、
紡
績
機
、

織
機
の
発
展
・
普
及
や
国
内
の
需
要
増
な
ど
に
と
も

な
い
綿
糸
・
綿
織
物
の
生
産
量
は
増
大
し
、
取
引
市

場
も
拡
大
し
、
遠
州
の
綿
織
物
は
全
国
へ
と
広
が
っ

て
い
き
ま
し
た
。

公
園
内
で
の
和
綿
の
栽
培
は
順
調
に
進
ん
で
い

ま
す
。
現
在
、
し
ぼ
ん
だ
花
の
つ
け
根
に
種
の
入
っ

た
綿
の
桃
が
で
き
は
じ
め
て
い
ま
す
。
九
月
に
な
る

と
綿
の
桃
が
さ
ら
に
大
き
く
な
り
、
割
れ
て
中
か
ら

白
い
綿
が
出
て
き
ま
す
。
綿
が
下
が
っ
て
き
て
、
ふ

っ
く
ら
と
し
て
き
た
ら
摘
み
時
で
す
。

浜
松
市
博
物
館
で
は
、
こ
こ
で
摘
み
取
っ
た
和
綿

を
用
い
て
綿
繰
や
糸
車
を
使
っ
て
の
糸
紡
ぎ
の
体

験
を
計
画
し
て
い
ま
す
。
浜
北
文
化
セ
ン
タ
ー
内
の

市
民
ミ
ュ
ー
ジ
ア
ム
浜
北
で
も
同
様
の
体
験
す
る

こ
と
が
で
き
ま
す
。
博
物
館
受
付
カ
ウ
ン
タ
ー
で
は

遠
州
木
綿
の
ハ
ン
カ
チ
や
巾
着
袋
を
販
売
し
て
い

ま
す
。
ご
来
館
の
際
に
お
ひ
と
つ
い
か
が
で
し
ょ
う

か
。



★テーマ展「あかりの道具」 

開催中 ～ 9 月 27 日（日） 

暮らしと密接している「あかり」を、道具の変 

遷や人々の暮らしとともに探っていきます。 

☆ギャラリートーク 

９月１３日（土）14：00～ 

★夏休み体験館 

開催中～ ８月２３日（日） 

  クイズラリー   期間中毎日 

  万華鏡づくり   8/17(月)～22(土)

  ≪土・日限定≫  

オリジナルまが玉づくり 

           8/15、16、22、23 

  ≪日曜限定≫   

  自由研究個別相談 8/16 

  火おこし体験   8/16・23

 ≪県民の日特別体験 はまはく夏祭り≫ 8/21(金)

  しじみやのくじ引き 

綿くり・糸車体験 

  化石発掘体験  

★しじみ村のお月見会 

 9 月 27(日) １５：３０～１８：００ 

 紙芝居、しじみやのくじ引き 

サクソフォン・電子オルガンの演奏 

催し物のご案内 

浜松市博物館    開館時間：9 時～17 時    ８・９月の休館日：8/24,31,9/7,14,23,28 

〒432-8018 静岡県浜松市中区蜆塚四丁目 22 番 1号   電話：053－456－2208   FAX：053－456－2275

Ｅメール：hamahaku@city.hamamatsu.shizuoka.jp    ＨＰ：https://www.city.hamamatsu.shizuoka.jp/hamahaku/

【博物館所蔵資料の紹介】 

綿から糸をつくる（綿繰
わたくり

・糸車） 

綿繰 

①綿繰 

収穫した綿を天日で数日乾燥させた後、種と綿を

分ける工程に入ります。その際に使われた道具が綿

繰です。綿繰は、小型のもので座って使用するもの

と大型のもので腰掛にかけて使用するものとがあ

ります。博物館には写真のような小型のものが展示

されています。取手を回転させて、木のローラーの

間へ手前から綿を少しずつ通していくと手前に種

が残り向こう側へ綿の繊維だけが通っていきます。

この分けられた綿を繰綿といいます。 

糸車 

②糸車 

繰綿を槌
つち

と綿打
わたうち

弓
ゆみ

を使ってほぐし、棒に綿を巻き

込んで綿の棒（ヨリコ）を作った後、糸車を使って

撚りをかけながら糸にしていきます。この工程を

「糸紡ぎ」、「糸引き」などといいます。右手で糸車

を回し、回転の状態を見ながら左手で持ったヨリコ

を少しずつ後ろに引き、糸を引き出していきます。

出来上がった糸は糸車を逆回転させて糸車のツム

に巻きつけていきます。この工程は特に熟練を要し

ます。 

※各イベントの内容、定員、参加費など詳細はホーム 

ページ、SNSでご確認ください。 

※イベントは、変更・中止になる場合があります。

※21(金)は除く


